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はじめに 

水俣市が現在策定中の「文化財保全活用地域計画」においては、「水俣市水俣病関連遺跡群」は、水俣市・

熊本県・日本及び世界の産業公害に関する近代化産業遺産としての文化財的価値が高く、地域計画に組み込

み、かつ具体的な保全と活用の地域行動計画を進めていくことが必要と考える。地域計画において、具体的な

「水俣市水俣病関連遺跡群」の保全と活用を明確にしていただくために本資料を作成した。本資料は主に水俣

病の原因であるチッソ工場からの汚染排水に関する遺跡群に関してで、その他の水俣病関連遺跡群に関しては

第 2 集として作成する予定である。 

現在確認できる水俣病関連の空間・構築物・土地の記憶、記録を明確に資料として明らかにすることが求め

られる。しかし、本資料ではまだ不十分な点もあり、より詳細な調査・解析・保存活用手法については、上記

の地域計画における行動計画の期間に実施することが望ましい。当面、水俣市文化財保存活用地域計画を策定

する上での資料として作成した。 

 

Ⅰ．水俣市水俣病関連遺跡群の個別の考察 

 

項目 遺跡としての意義 課題 地

図 

備考・資料等 

百間

樋門・

排水

口 

（百間

塘）・

百間

港 

江戸期から塩田のための潮止機能も

果たした。チッソ工場が設置された

後樋門は改造されているが、改造前

は伝統的な石橋樋門の可能性もあ

る。チッソ工場は排水の安全性も確

かめず有機水銀を含む毒をたれ流し

た。ここは、水俣病の原点。4 枚の木

造性の樋門とコンクリート製の足場

を備えた埋蔵文化財となる重要な遺

跡。猫 400 号実験は、ここの排水を

餌に混ぜて行われ水俣病が工場排水

に起因することが明らかになった。

当時の管理はチッソ労働者がポンプ

小屋で管理していた。現在は、この

樋門は水俣市が管理している。 

江戸期・明治期からの樋門の構

造と管理主体を明確にする。こ

の排水口からたれ流しが始まっ

た正確な年代と当時のチッソ工

場が保存する関連資料。排水

口、樋門、足場、の構造図と材

質を明らかにする。水俣病歴史

考証館に展示されている猫小屋

と一体に保存。水俣病事件を学

ぶ拠点としての整備。樋門の内

部構造（石積み？）、基礎構

造、百間塘の時代の構造につい

ての発掘調査が必要。 

Ａ 伊能忠敬地図。

水俣工場新聞。

『水俣病』。熊

本学園大学作成

ブックレット。

『聞書水俣民衆

史一・二巻』。

『水俣病の科

学』 

『〈水俣病〉事

件の発生・拡大

は防止できた』 
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丸島

樋門

～百

間樋

門間

の水

路 

江戸～大正の土地改良・耕地整理等

での水路網の構築の一部の可能性は

高い。チッソ工場周辺が田畑だった

ころ、水田にそそぐ水路として役割

を果たしていた。明治・大正期の水

俣の田園風景を想像できる水路。そ

の後、チッソ工場からの汚水及び市

民の生活雑排水が湾に排出されるま

での排水路として機能した。 

明治・大正期のこの地域の耕地

整理、農業用排水路（水俣川の

堰も含む）、及び水利組合の権

利に関する資料を確認する。こ

の水路は江添川（田在川）とも

称されていることより水利権、

市の管理権等の歴史的推移を明

確にする。 

Ｂ 水俣工場新聞。

『おるが水

俣』。『聞書水

俣民衆史一

巻』。『水俣病

の科学』 

丸島

樋門・

排水

口 

百間樋門と同様に江戸期から設置さ

れ、近代産業下でも排水口としての

機能を果たす。 

江戸期・明治期からの樋門の構

造と管理主体を明確にする。こ

の排水口からたれ流しが始まっ

た正確な年代と当時のチッソ工

場が保存する関連資料。排水

口、樋門、足場、の構造図と材

質を明らかにする。石積みの樋

門の可能性は高い。大廻り塘と

の構造的つながりも明確にす

る。現在は市の下水道課の管理

であるが、特にチッソが工場排

水を流す頃からの排水管理・樋

門管理の主体は誰か。百間樋門

との相違はあるのか等の管理シ

ステムの歴史的明確化必要。 

C 『聞書水俣民衆

史一巻』。『水

俣病の科学』 

大廻

りの

塘・遊

水地 

水俣市の江戸期からの塩田のための

塘として機能し、塘の外は浜辺、内

は丸島樋門のための遊水地が機能し

た。絵本「みなまた海のこえ」に描

かれている大廻（うまわり）の塘は

塩田が広がっていた。晩には、モタ

ンのモゼやモーマやガーゴの妖怪た

ちの遊び場がいげいげやぶだった。

天草を眺める懐かしい場所。 

風景を想像するために明治～昭

和初期の絵や写真の記録資料が

必要。塩田が入り浜式だとする

と、塘の下の遊水地は潮廻りの

機能の一部として残存している

可能性はある。また、樋門が閉

じた時のチッソの排水のため池

としての機能を果たしていたと

も推察できる。 

D 市史。『椿の海

の記』。『水俣

民衆史』。『不

知火海民衆

史』。『水俣病

の科学』。『み

なまた海のこ

え』 

塩釜

神社

と旧

塩田

（チッ

ソ陸

上競

技場） 

水俣市の江戸期からの塩田文化の象

徴空間であり、製塩産業が衰退した

後の、水田整備（大正 6 年耕地整

理）での基盤整備、その後のチッソ

による工場関連敷地に転用された時

代を見てきた象徴的文化財である。 

塩田の廃止ののち新たな産業とし

て、1910（明治 43 年）、水俣村はカ

ーバイト工業を誘致した。 

今でも寄ろう会により塩釜神社

での作業が文化を絶やさないた

めに行われている。しかし、塩

田跡地は住宅や工場、グランド

や学校に変わり、塩田の中に神

様が鎮座するイメージが想像し

にくくなっている。入り浜式で

の塩づくりに即した文化の継承

も必要か。神社の海側にある四

Ｅ 市史。明治から

昭和の水俣（簡

易マップ）水俣

市教員委員会。

『聞書水俣民衆

史』 
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 十間塘の発掘及び、丸島からの

潮引き水路とため池の発掘も必

要である。 

八幡

残渣

プー

ル(旧

プー

ル、

新１，

２プー

ル)  

チッソの廃棄物処理のための残渣プ

ールとしての機能だけでなく、チッ

ソの塩田跡、塩田社宅があった場所

でもあり、漁場でもあった。昭和 20

年以前の海岸線の形状がわかる場所

である。1959 年 7 月猫実験で水俣病

の原因が工場排水であることが明ら

かになったチッソは、排水経路を百

間から八幡に変更。水銀を含んだ酢

酸排水や硫酸排水、リン酸排水など

も流し込んだ。そのため、八幡残渣

プールから水銀が八代海（不知火

海）に拡散されることになり、それ

まで水俣湾側に発生していた水俣病

患者が、水俣川側、湯の児、津奈

木、葦北方面、さらに対岸の御所

浦、天草、不知火海一帯に発生する

ことになる。 

チッソ(現・JNC)の所有。水銀だ

けでなくダイオキシン他の有害

物がうめられている。これを含

めて、隠し排水口に関しての調

査も必要である。 

Ｆ 水俣工場新

聞。熊本学園

大学作成ブッ

クレット。写

真。『水俣病

の科学増補

版』 

旧工

場 

チッソ水俣工場の発祥の地であり、

日本の化学工場の歴史を知るうえで

重要な場所である。チッソの創業

者・野口遵が寝泊まりして運転の指

揮をとったとされる事務所(オンドル

式暖房)、労働者が入浴した浴場、洗

濯場があった場所である。2023 年 6

月までは工場建屋の一部・レンガ造

りが残されていた。また旧工場がで

きる前は沼田んぼであったと言われ

ている(近くに用水路あり) 。水俣川

が現在のように改修される以前、古

賀側の河口にできたのが「日本カー

バイト商会」で、カーバイトや石灰

窒素肥料を日本で初めて製造した。

後に、日本窒素肥料株式会社「チッ

ソ（株）」（現 JNC)の発祥の地であ

る。1909 年（明治４２）に、赤レン

ガ造りの三階建ての近代的工場が建

設された。人々は、現在地の新工場

に対して旧工場と呼んだ。 

日の出製材所(不動産)所有。残

されているレンガ等の保存活

用、工場跡地の部分保存、当時

の写真資料等提示が必要であ

る。近年、宅地にされ、民間に

売却されている。 

Ｇ 水俣工場新聞。

熊本学園大学作

成ブックレッ

ト。写真等。 
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  図１ 水俣市水俣病関連遺跡の分布 

 

   図 水俣病関連遺跡群の分布図 
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Ａ．百間樋門・排水口・（百間塘）・百間港 

① 百間塘は水俣の江戸前期からの塩田文化のスタート地点としての潮留め機能を果たした塘であり、その後

の水俣病の原点として、江戸から現代における水俣市文化財としての超一等の価値を有する。百間の地名

の由来は、百間塘からきているといわれる。 

② 1932 年から 1968 年までアセトアルデヒドの製造工程で副生されたメチル水銀が百間樋門から排出された。

1959 年 or1963 年調査では百間排出口で 2010ppm（湿重量）の総水銀量が測定され、蟹では 35.7ppm で

あり安全基準の 100 倍であった。 

③ 一時期（1958 年 9 月 25 日～1959 年 10 月）、水俣川河口へ排出変更され不知火海一帯が汚染された。 

④ 水俣湾に排出された水銀量は約７０～１５０トン以上であった。 

⑤ 百間排水口付近に堆積した水銀を含む汚泥の厚さは４ｍであった。 

⑥ 漁師は百間樋門の下に舟を停留させ、汚水で舟虫を除去していた。 

⑦ 1977 年、熊本県、国は約 14 年の歳月、総事業費 485 億円の巨費をかけて、水俣湾に水銀ヘドロの一部浚

渫・埋立し 1990 年に終了した。 

⑧ チッソからの工場排水と合わせて、周囲の住宅地からの生活排水の排水口の機能もともなっていた。 

⑨ 1999 年の時点で、百間樋門から百間港に至る水路は、大幅に変更されている。現在の水路は、以前は百間

港の水路に面する浜の位置である。かつては、この位置には木材等の積み出しの舟が停留していた。 

推察 

① 江戸期の百間塘の造成時に樋門はどう構築されたかは不明だが、入り浜式塩田とすれば潮を導きかつ遮断するた

めの機能として樋門的役割があったと推察できる。水俣市の石橋文化の歴史を考えると石橋樋門として構築された

可能性は高い。今後調査が必要であり、水俣、あるいは熊本の石橋文化の継承として重要となる。 

② 排水は工場排水以外に周囲の非工場からの排水も受けて入れていたが、この水路の管理責任はどうなっていたか。 

❶百間樋門の陸側の状況、樋門の管理主体は誰か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図と写真 1970 年代の百間排水口の工場

内の排水の遊水地。奥にポンプ小屋が見え

る。 

右写真 1960 年の水俣工場新聞に掲載された

写真、ポンプ小屋と百間排水口が見える。 

スケッチ 糸長浩司 写真より 
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1960 年の水俣工業新聞に、ポンプ小屋の作業員の証言が記載されている。「大きな市の水門があり・・・・

この排水は工場の排水と街の下水が半分ぐらいですが、さいきんこの排水溝のそばにチップ工場ができて、そ

こから木片、木の皮などドンドン流していますし、また街の家から塵屑をすてるため相当な塵屑、木片がたま

ります。ことに大水の時はそれが物凄い量になりますので、四、五人つつきりで掻きあげねばなりません。ま

た、カボチャや西瓜の腐ったものや、たまには犬、猫の死がいまで流れてくることもあります。」とあり、ま

た別の水俣工業新聞の記事では市の貸付地という表記もあり、市の樋門をチッソが管理していたことになる。 

❷ 百間樋門の外側、百間港側の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1960 年代の航空写真（国土地理院）では、樋門の右

側にポンプ小屋と工業排水の遊水地、小さい島（ヘド

ロ）が見える 

写真 1999 年の排水口の新設と樋門の手前に貯水池

（沈殿池？）を設置？ 後方にはかつての排水遊水地

を埋めて芝生が増設。1999 年の整備時の図面、写真

（整備前後）が必要（水俣市保有か） 

 

 

 

 

図と写真  1960 年代の百間排水口と樋門。樋門の下からの水流の泡立ちは、工場排水が樋門の下から排

出していることを示している。漁舟が停留し舟低について貝を汚水で除去していると思われる。舟の右横の

石積みの護岸がせり出しているように見え、排水口の左岸には浜が展開されていた。 

スケッチ 

 糸長浩司  

写真より 
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写真 百間樋門の４連構造 

樋門が取り外された現在、４連アーチが象徴的であり、石橋を連想させる。1999 年の改造で石積みのアーチ

の下に鉄板を伏せ、コンクリートと養生したと推察できる。コンクリートでのアーチ門は不自然な構法とも考

えられる。現在の百間樋門の構法について非破壊試験等で精査しかつ歴史的資料を発掘し、百間樋門の文化財

的価値をより明確にする課題が残されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 百間排水口の外は、百間港であった。水銀ヘドロの浚渫と埋め立で百間港の状況は大転換したともいえる。かつて、百

間排水口から有機水銀が排出されたいた頃の百間港の状況のわたる図面が手元にはないので、国土地理院の航空写

真を基に推察する。今後、水俣市の資料精査と公開が求められる。 

上のスケッチと写真は 1977 年の百間排水口からみた百閒港の風景。港というより河川の風景。左岸と右岸

は工場排水のヘドロや砂による河川敷の上に漁舟が停泊。 

スケッチ 糸長浩司 写真より 
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 百間港はおそらく 1999年からの排水口の改造と合わせて改変されて

いる｡航空写真を 1960年代と現代で比較すると、次の 2 点での大きな

改造がある。 

① 百閒排水口の右側奥まであった港の奥がカットされ埋め立

てられ、道路と宅地に転換している。 

② 百閒排水口からの港が狭められ､かつ水俣湾に至る水路が付

け替えられている。浚渫ヘドロを貯める現在のエコパーク水

俣の面積確保のためか、既存の水路は埋め立て港の南浜を削

り新たに水路を増設している。これは浜に堆積されていた汚

染ヘドロの除去も兼ねていたとも推察できる。この水路変更

については、地元の人たちへの聞き取り、役所の関連し資料

で確かめる必要がある。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上左写真は 1960 年代の百間口周囲。右図は現在の百間口周囲 

 

 

 

図と写真 1960 年代の百間排水口の工場内の航空写真 ポンプ小屋と遊水地が見える 

     

左写真 現在の百間と埋め立てのエコパーク。左写真 1960 年代の同写真。かつての百間口と百間港 

図は 1960 年代の百間港の概要図。 

舟の停留か確認できる。 

8



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左写真は現在の百間口周囲。右写真は 1960 年代の百間口周囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真と図面の合成により、かつての百間港の浜を削って新たに増設した現在の水路の状況がわかる 
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Ｂ．百間樋門～チッソ工場～丸島樋門 排水路 

 チッソ工場からの排水は、百間樋門・百間港に流れる水路と丸島樋門・丸島港に流れる水路に排出され、水俣

湾、丸島港、不知火湾に排出された。昭和 51年の熊本県公害部の資料では、水銀濃度 25ppm以上の水銀汚泥

は、水俣湾で 150万 m3、丸島港で 1.99万 m3、百間水路と丸島水路で合わせて 2.16万 m3と書かれ、それが浚渫

されエコパークの下に堆積され長期的管理が求められる状況にある。不知火湾に排出した総量は不明である。 

百間から丸島の水路の歴史は不明である。チッソ工場が立地する以前にあった水路（農業水路や小河川）を

活用・拡幅したのか、新たに構築したのかは不明であるが、後で江戸期からの地図を比較検証するように、か

つての塩田の潮廻りの可能性もあり、その後、農業用排水路（一部は小河川）を利用し一部改修をしてチッソ

が排水路として利用したと推察できる。また、この水路の管轄は水利組合かあるいは水俣市の公的管理と思わ

れる。チッソが工場汚水を排出し、市民の生活雑排水と混合され樋門で調整されていた。その樋門の管理をチ

ッソがしていたということは事実であり、その場合には、水俣市はチッソへの委託契約等を踏めて、水路及び

樋門をどう管理させていたのか不明であり、今後の調査も必要と思われる重要な視点である。 

下右の写真は、1960年代の航空写真であるが、百間から丸島につながる水路がチッソの工場を囲むように配

置されていることが分かる。丸島樋門からの水路は江戸期の塩田のための潮入れの亀ン首水路と推察できる。 

 

 次ページの図は、1976 年時において、ヘドロの水銀を浚渫することを目的とした熊本県の調査報告の一部で

ある。総水銀量の測点毎の分布状況が分かる。もう一つの図はその数値を元に、丸島から百間にわたっての総水

銀量を残す会が独自にグラフ化したものである（縦軸は対数）。水俣病の原因物質である有機水銀の濃度を示し

ておらず、無機水銀を含めた総水銀濃度にしていることは理解に苦しむ。時間的に分析がかかるとしてもその後

の分析によるメチル水銀濃度を提示することはできたはずであるが、そのデータは公開されていないと思われる。 

この図とグラフを解析する限り、丸島水路の方が百間水路より総水銀量の値が高い傾向にある。また、7700ppm

と高い値の箇所は、「水俣化学」からの排水となっている。水俣化学はチッソからの排水中の水銀を抽出する作業

をしていた独立会社である。創始者はチッソの元社員の研究者であり、廃棄物で貴重な水銀の回収に情熱を傾け

ていたという報告もある。環境汚染に対してのリサイクル的仕事を 1951 年から始めている。後継者はこの高い

濃度に関しては自社からの排出ではなく、データの信ぴょう性も疑っている。ただ、水俣化学はこれらの水銀汚

泥回収費の負担を負わされ会社を清算している。この点についての事実究明は今後とも必要である。 

 有機水銀濃度が的確に計測し公表することがされていなかったという事実に関しての行政責任、チッソの責任

は重いと言わざるを得ない点は明確である。また、現在の水路での定期的な水銀量の把握は今後とも必要となる。 
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 ★水俣化学からの水路が極端に 7700ppm で髙い。水俣化学は旧工場の北西端の位置。水俣化学とは何か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水路の汚染ヘドロを浚渫前に熊本県が測定した水路内の総水銀量 ppm 昭和 51年熊本県 資料 

水路内の総水銀量 ppm の一部をグラフ化。丸島港に向かう水路での総水銀量の値が高い。汚染は百間港

だけでなく、丸島港の汚染、及び丸島樋門の手前の遊水地での汚染も高いと推察できる。これらの汚染ヘド

ロは浚渫され、水俣エコパークに堆積されたという。ただし、このデータは総水銀量であり、無機か有機か

の区別はない。 
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写真左  水路が浚渫前のチッソ工場横の水路。護岸は草に覆われ、水路管理は不十分なままである。

1960年代か。この水路（小河川、江添川）の管理は水俣市と思われるが、チッソの排水が流されていた

のであり、水俣市とチッソとの間でのこの水路をめぐる協議、協定書等は存在していたのか。この点

は、百間排水口・樋門及び丸島排水口・樋門の管理についても同様である。 

写真右  チッソの酢酸工場から直接江添川に流されていたと思われるチッソ工場からの排水口。その

上に貨物用の線路が敷かれていた。有機水銀の直接的な排水口と想定され、水俣病の「原点の原点」と

もいえる場所。ただ、1976年の熊本県の調査での測点となっていないという疑問が残る。 

左写真 チッソ工場の東南の江添川に東からの農業水路（生活排水路、右）が合流する地点。 

右写真 左写真の江添川を正面に見た時の農業水路（左側） 

左写真 北側の裏門排水路が江添川水路（丸島水路）に合流する地点 

右写真 左写真の橋に明記された江添川の表記 
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★百間樋門～チッソ工場～丸島樋門排水路遺跡の区分のとらえ方 

 この区域を下図のように５地区に分割して遺跡としての調査・評価・位置づけを行う。図には示されていない

が、丸島排水路地区には丸島樋門の横の遊水地も含める。 

① 百間排水路区 

② 東門排水路地区 

③ 裏門排水路地区 

④ 丸島排水路地区   

⑤ 水俣化学から丸島水路への水路（水俣化学排水路地区）  

水俣化学排水路地区 

写真上 丸島水路に流れ込む下水（生活排水・雨

水、かつては農業水路） 

写真上 丸島水路に入る「旧水俣化学」からの水路 

写真右 二中前の「旧水俣化学」からの水路のグレ

ーティングと思われる 
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Ｃ．丸島樋門・排水口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上左は、1960年代の丸島港、樋門、大廻りの塘、遊水地、海岸線の状況がよくわかる。樋門手前右側

の遊水地の規模が大きく、丸島排水路の排水を貯める機能を果たす。その後、チッソが大廻りの塘の浜を埋

め立て、住宅地及び工場廃棄物で埋め立て、現在はソーラーパネルの設置場所。 

写真上 左は現在の丸島樋門。右は 1962年の同樋門、木製の樋門が見える。百間樋門と類似。 

写真上 左は現在の丸島樋門、アーチ状樋門。樋門の上の橋は石積みか。百間樋門も同様と推察できる 

右の横のもう一つの排水路。大廻りの塘の横の遊水地につながる。樋門閉鎖時の排水ため池機能。 
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丸島樋門は、現在は水俣市の上下水道課の管理であるが、歴史的には、江戸期の大廻り塘とも連動した樋門で

あった可能性は高い。樋門の構造も現在でも橋下の腰壁の構造は石積みと思われ、水俣市の石橋文化を継承して

いる可能性もあり、樋門の形状もアーチ状である。アーチ表面はコンクリートに見えるが、その全体構造につい

ては、石積みも含めて解明する必要がある。この点は、百間樋門の構造とも通じる点である。大廻りの塘、百間

塘が 1667 年時の建造であると推察すると(『聞書水俣民衆史①明治の村』で古老の話として、「百間塘と大廻塘

の堤防築いて塩浜にしてから、300 年になったぐらい」とある。)、百間樋門～丸島樋門に至る点・線的（塩釜神

社、百間塘、四十間塘、大廻り塘、亀ン首水路）、面的（塩田・塩浜）遺跡の 350 年にわたる文化財としての価

値づけを、埋蔵文化財の視点からも今後の詳細に調査により明らかにし、水俣市の「海浜の暮らしと産業文化財」

としての保存活用のストリーを構築していくことが必要である。 

 

D.大廻りの塘・遊水地 

❶大廻りの塘の文化財的意義について 

 石牟礼道子が植物生態学者で著名な宮脇昭と語る『水俣の海辺に「いのちの森」を』の主要な舞台は、大廻り

の塘である。彼女の幼女時代からの思い出の場であり、チッソが汚染排水を貯め流した場所であり、現在はチッ

ソのメガソーラーが塘の海側の汚染土壌の埋め立て地に立地する場である。後で述べるように大廻りの塘は、江

戸期からの塩田の潮止まりの機能を果たし水俣塩田文化の貴重な遺産である。その後のチッソによる産業近代化

の中でも、丸島樋門での調整池の堤防・塘としての役割を果たしてきた。大廻りの塘の堤防により遮られた遊水

地は、丸島排水路の汚水のため池としての機能を果たしてと考えられる。チッソ及び水俣市の下水担当は、この

塘の機能を汚水のため池機能として活用してきたともいえる。現在もこの遊水地は丸島樋門と一体的にその機能

を果たさせている。江戸期に塩田のために造成されたと思われる塘が、果たすべき機能を変えて今日まで残り、

水俣病関連遺跡としての文化的価値を有することは非常に意義深いことである。この塘の詳細な現地調査、一部

の土手の石積み構造等の発掘調査、埋蔵文化財としての価値を明確にする調査も必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 大廻りの塘の西端、石積みの可能性ある。    写真 大廻りの塘上の道路、右側は遊水地 

❷江戸期の塩田方式と塘について 

 水俣市史（下巻、p248）に、「寛文七年（1667 年）深水家四代の頼氏手によって丸島から土木工事が起こされ、

四十間塘、百間塘と呼ばれる潮止め工事が完成、塩田四四町歩が造成されて零細農家の重要な兼業となり、・・・・・」

とある。四十間の塘は塩釜神社の浜よりにある。この時代に大廻りの塘は潮止めとして機能し,横の遊水地は塩田

のための潮廻しの機能を果たし、大きな潮廻しとして「大廻り」と命名した可能性もある。 

江戸期までの塩づくりの方法は、「揚げ浜式」と「入り浜式」がある。熊本県総合博物館ネットワーク・ポータ

ルサイト（https://kumamoto-museum.net/blog/archives/chiiki/1396）では、「このあたり（水俣市塩釜神社） 
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で製塩が本格的に始まったのは、1667 年と言われています。「揚げ浜式」

といわれる製塩法で、明治 43（1910）年のまで約 250 年間続けられ」とあ

るが、㈶塩事業センターの HP では、「熊本県の塩田は、有明海・八代湾岸

地域の広大な干潟を利用した大規模な入浜式塩田だが、」とあり、

（https://www.shiojigyo.com/study/fudoki/kyushu_okinawa/）水俣も入り

浜式と理解できる。右図のように海水導入口（樋門）があることになる。 

44 町歩の塩田での塩づくりを揚げ浜でするには相当な労力（海水の汲み取りと散布）であるのに対して、蒸発

という自然の力を利用した「入り浜式」の方が合理的でもある。『聞書水俣民衆史①明治の村』で、古老の話とし

て、「塩浜は外浜と内浜にわかれてとった。大廻塘に近い方が外浜

で、そこは地面から潮が湧きよった。塩神さんから内陸が内浜で、

亀ン首から堀で潮水をひきよったたい。」とある。古老の発言では

海水を汲み上げ砂に撒く作業の説明はないが、潮のついている砂と

それを集める作業の記述はある。このことからも揚げ浜式ではなく

入り浜式と推察するのが妥当である。右図から塩釜神社の横の水路

とため池及び四十間塘が内浜の塩田のために造られていたと推察

できる。右図で亀首から延びるスプーン状の水路と遊水地は、恐ら

く先に示した「亀ン首から潮をひきよったたい」に相当し、潮廻り

の機能を果たした。この水路は丸島水路の原型とも推察する。 

満潮時の海水の取り入れと干潮時の排水口として樋門が塘に付属し、百間樋門、丸島樋門が設置されたとも推

察できる。入り浜式塩田は塘、樋門、潮廻り（水路）がセットして機能し配置されていたと推察でき、明治期に

塩田廃止後もこの伝統的な装置・空間は残り、別用途して活用されてきたのではないか。江戸期の水俣の塩浜の

装置と空間に関して、発掘も含めて詳細な調査研究が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上図は、明治 44 年地図に塩田が描かれている（山下善寛氏）。塩田の名称が「馬刀潟塩浜」（おそらく百間塘から亀山に至

る塩田）と「浜村古塩浜」（おそらく大廻りの塘の南）、「千鳥須塩浜」とある。 

明治から昭和の水俣（簡易マップ）水俣市教員委員会 

 図 江戸期の入り浜式塩田 https://ako-salt.jp/main/scroll-2.html 

 図 入り浜式の模式図（「北四国の地盤沈

下」小笠原義勝、地学雜誌 )1949 年） 
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 前頁の図にあるように、水俣の浜には３つの塩田

があった。主要な塩田は大廻りの塘と百間塘間にあ

る２つと推察できる。大廻りの塘と四十塘は浜入り

式の塘の機能を果たしたと推定できる。亀ン首から

の引き込み潮水路とつながる四十間塘が内浜の塩

田を可能としたといえる。塩釜神社の位置は、大廻

りの塘の塩田（外浜と内浜）と百間塘の塩田の中間

に位置し、両塩田の神社として奉納されていたと推

察する。これらの考察は今後の発掘も含めて調査が

必要である。 

 右図は、大正 12 年の塩浜の地図である。不知火

海に面した箇所に大廻りの塘が曲面をつくり、その

内側にため池が弧の形状があり、その南に日窒グラ

ンドがあり、塩釜神社がある。その間に、亀ン首からの水路と四十塘の

堤が見える。大廻りの塘と遊水地、水路（潮廻り）、四十間塘、塩釜神

舎、百間塘の文化的価値とその保存活用は重要なテーマとなる。 

 

Ｅ．塩釜神社 

 水俣市は急峻な地形であり、農業を基盤とした生活は厳しいなかで、

リアス式の海岸線を活用した漁業による暮らしが主であった。一部の丘

陵地を活用した半農半漁の生活の歴史である。それでも江戸時代、1660

年代には浜に塩田を開発し塩づくりが発展し、厳しい作業を伴う中ではあるが庶民にとっては貴重なお金を得る

手段となっていた。塩田の形式は「揚げ浜式」と言われているが、先に分析したように「入り浜式」と考えた方

が妥当である。塩田の繁栄と塩田労働の庶民の憩いの場として塩釜神社が設置され、現在も存在する。塩田はそ

の後、水田、さらにチッソの工場・住宅地に変貌していくが、塩田に関係する大廻りの塘、百間塘、四十間塘を

含めて、塩釜神社の水俣市における庶民・産業遺産としての文化的価値は高いといえ、文化財としての保存活用

にとっての貴重な資源である。現在でも、塩釜神社において市民有志による塩づくり行事が実施されていること

は有意義であり、水俣市の塩田文化の構造を明確にし、継承していくことが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真 塩釜神社の鳥居              写真 塩釜神社での塩づくり行事の装置 

 

図 大正 12 年の塩浜の地図 

明治から昭和の水俣（簡易マップ）水俣市教員委員会 
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Ｆ．八幡プール 

 

 

 

 

 

 

 

 塩浜は江戸期から浜を埋立て造られた、チッソが誘

致され、チッソの拡大とともに浜、河口口は、有機水

銀、カーバイト等の

工場廃棄物により

埋立られた。 

 

 

 

 

 

 

 

埋め立て前の浜のライン 

写真上左 1960年代塩浜の北、チッソ買収し埋め立て。水俣川の河口左岸には八幡プール。上右現在。 

写真上左右 現在と 1960年代の写真を合成。塩浜をチッソが買収し、廃棄物を埋め立てた歴史が刻銘にわかる。

江戸期の塩浜の先の海をチッソが破棄物の捨て場にした。水俣の浜の暮らし食文化をチッソが飲みこんだ。 

左図は 1923年の塩浜、上図は同場所の地図。チッソ

による八幡残渣プールの埋め立てと大きさが分かる 

18



山下氏提供図 

 

 

 

 

 

 

 

 山下善寛 論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八幡プールと水俣工場排水経路（『水俣病の科学 増補版』より） 
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G．旧チッソ工場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://hinode-home.com/wp/product/date/2017/01 

 

 明治にチッソが水俣に誘致され建設されたその最初の場所として、旧工場の近代産業遺産としての保存活用

の意味は高い。しかし、現在は解体されているが、その建物の跡地は残っておれ、記念物ともいえるレンガ等

の建物材料を保管し、その保存活用は重要なテーマである。 

 

  

スケッチ 糸長浩司 写真より 
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Ⅱ．江戸から現在までのチッソ工場周囲の土地利用変化の解析 

 

 水俣市の浜側の土地利用変化は、元々の海岸線、浜の埋立の歴史といえる。平地が少ないことから、斜面の

開拓と合わせて、浜を埋立、塩田や水田にしてきた。近代に至り、チッソによる工場地へと変貌した。水系に

関しては、自然の流れ、小河川を利用していた状況から大正期の耕地整理で水田と水路が整備され、チッソの

進出により、水田の工場・住宅地への転換、小河川・水路の排水溝としての利用への転換されてきた。ただ、

小河川・水路の管理は公的機関である水俣市が責任を持っていたと思われるが、排水口、樋門においてはチッ

ソの管理が主となったという解釈ができる。 

 以上の問題意識の下に、江戸期から現在までの浜のエリアの土地理由変化について、文化財的視点を踏まえ

て考察する。主に、江戸時代の地図～現在までの地図を比較して考察する。 

❶水俣市史（下巻）の p248に、「寛文七年（1667年）深水家四代の頼氏手によって丸島から土木工事が起こされ、四十 

間塘、百間塘と呼ばれる潮止め工事が完成、塩田四四町歩が造成されて零細農家の重要な兼業となり、・・・・・」とあ 

る。四十間の塘は塩釜神社の浜よりにある。この時代に大廻りの塘が存在していたかに関しては追跡調査が必要であ 

る。 

❷現在の百間樋門から丸島樋門に至る水路は、江戸期、明治期には地図上では明確ではない。 

❸チッソが工場拡大していく時期に、近代化学産業振興のために、既存の小河川か農業水路を活用し、あるいは部分的 

に新設して排水路として活用していたと推察できる。 

❹不知火海は豊かな海であり、かつリアス式での干潟も多く、渡り鳥が生息地でもある。水俣市にも中鶴や湯の鶴温泉の 

地名、「久木野鶴平集落にあり古くは鶴の城とも鶴平城とも呼ばれた」と言われるくらい、海岸線の干潟は豊かであった 

と推察できる。その干潟を埋め立て、塩田、水田、工場へと土地利用が変化してきた。 

 

 

 上図は、伊能忠敬の絵図 

https://kochizu.gsi.go.jp/items/493?from=category,14,index-table 

薩摩 肥後 人吉 １８００年から１８１６年 
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↓水俣を拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1800 年代の伊能忠敬絵図の前、塩田のための埋め立て、塘の造成が 1667 年頃、100 年前にされていた。現

在の地質図では、百間塘から大廻り塘までが干拓・埋立地であり歴史的事実を裏付けているともいえる。  

水俣も含めて不知火海は、江戸時代に

多くの干拓が行われてきた。人間活動の

ための土地を海に求めてきた。江戸時代

は江戸も含めて干拓、埋立で大量な土地

を増設してきた。「近世以来、八代海北

部海辺に大小規模の干拓地が集中し、南

部海辺芦北郡にも小規模干拓地が存在す

る。」（「近世八代海干拓の歴史的特質 

～ 八代城代松井氏の海辺開発 ～」内 

山幹生） 

1677 年における水俣の百間塘～大廻

り塘の間の塩田開発は、江戸時代の八代

海南部の干拓の一つといえる。右図は、

地質ナビにおける八代海沿岸の地質図で

ある。北部には広大な八代の干拓、球磨

川の河口での干拓、そして、南に水俣の

干拓としての、埋め立て地質として表記

されている。 

  

上右図は地質ナビでの百間から丸島のエリアの地

質図。伊能忠敬の絵図の 100年以上前から浜の埋

め立て、塩田化が進んでいたと推察。 

埋立 

八代の

干拓 

水俣の干拓 

右の写真は、八代の江戸

期干拓の旧郡築新地甲号

樋門は大鞘樋門群の一つ

で国指定の「八代海干拓

遺跡」の一部。 
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★1800 年代と 1900 年代の比較 

・ほぼ形状は類似だが、水俣川の河口砂州の拡大が見えるか。水俣川のＸ構造はそのままか。 

・明治期は、塩田（「馬刀潟塩浜」と「浜村古塩浜」）が見える。 

・百間港は広く、百間塘も広いまま。 

・百間水路、丸島水路は描かれていない。 

・大正６年の耕地整理による主要道路（丸島に向かう道路）はまだ描れていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★大正時代の土地利用 

・水俣川のＸ構造はある。  

・まだ、水俣川の付け替えはなし。 

・チッソ工場の旧工場と新工場。 

・塩田を潰しチッソのグランド造設、グランドの浜側に大廻りの塘及び遊 

水地が見える。 

・塩釜神社の北側に四十間塘である。 

・塩釜神社の鳥居の手前に、左の写真のような耕地整理（大正六年）の 

碑があり、大正 12 年の地図には耕地整理による水田と道路がある。 

・百間港は広いまま、塘は道路となり、東側には大きな遊水地、塘の下  

は、排水口で樋門が想定される。樋門は石橋かどうかは不明だが、 

可能性は高いと推察する。 

・新水俣工場の近くにまで遊水地が伸びる。  

・百間及び丸島の水路は描かれていないが、亀の首水路（丸島水路の

原型？）と思われる水路が丸島樋門から見え、四十間塘につながる。 
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★昭和初期から 1970 年代 

・昭和初期までは水俣川はＸ構造であり、その後現在の水俣川のＹ形状となる。 

・昭和初期では、大廻りの塘から八幡宮までの海岸線は埋め立てられず、かつての浜村古塩浜はチッソのグランドとなっ

ている。 

・その後、水俣川のＸ構造はＹ構造に埋立て一本化され、かつての砂州は市街地と一体化している。 

・丸島港の北の浜、大廻りの塘の外浜は埋立てられ造成されている。 

・百間港は狭くなり、北の浜には住宅地が造成されている。 

・百間水路及び丸島水路は描かれている。丸島樋門の手前の北には大廻りの塘と遊水地が描かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『聞書水俣民衆史２ 村に工場が来た』掲載地図 
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★1800 年代から 1970 年代までのチッ

ソ工場周囲の土地利用変化と文化財的

意義 

・水俣川の形状を大幅に改変し、市街地、

チッソ工場敷地として利用される。 

・丸島～八幡に至る、大廻りの塘の浜を埋

立て、主にチッソ工場の廃棄物の捨て場と

して埋立られる。 

・江戸期は干潟を塩浜として埋立整備し、

その後、耕地整理で水田化し、その後チ

ッソ工場の近代化産業振興のために土地

利用転換及び水路活用がされてきた。 

・不知火湾に面する浜の生活的機能の収奪  

が近代化産業で行われ、かつ、湾と海が  

工業排水で汚染された。 

・百間港の縮小化が進む。 

・百間樋門から丸島樋門に至る排水路は、  

チッソが工場拡大していく時期に、近代 

化学産業振興のために既存の水系を 

活用、改変して産業用排水として活用  

された。ただ、この水路には、水俣市 

民の生活排水、他の産業排水も流れ込 

む。ことより、この水路は、市の管理 

施設として取り扱われると想定する 

が、チッソの管理との調整がどう図ら 

れたのかは不確かであり、今後の調査 

が必要である。 

 

  

伊能忠敬の江戸期の地図と

1970 年代の国土地理院の

地図の重ね合わせによる海

岸線の変化（糸長浩司） 
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Ⅲ．水俣市の石橋文化の継承について 

 百間樋門や丸島樋門は、水俣市の伝統的文化ともいえる石橋文化を継承している可能性が高いことから、水

俣市の石橋の文化財としての指定状況を見た。下記の表にあるように水俣市の文化財として９箇所の石橋が指

定されている。全ての現場の視察は出来ていないが、堅牢な石積みの構法で造られており、蔦、草を刈り取り

補修することで、貴重な文化財としての価値が輝くものと推察する。百間樋門や丸島樋門の今後の解析もこの

視点から進めることが重要と思われる。また、大廻りの塘や四十間塘の構造も石積みの有無も含めて追跡調査

が必要である。 

 水俣病関連遺跡は、江戸期からの水俣の浜の自然を巧みに活用した人工的構造物を基盤とし、それを近代産

業工場のチッソが巧に活用した歴史がある。その上で、基調で豊かな海、海浜を汚染させ破壊し、甚大で壮絶

な人的被害を及ぼした歴史である。その負の歴史をしっかりと後世に伝えるためにも、水俣の石橋文化の発掘

と継承は大きな意義を持つものと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★上記の表は水俣市の文化財リストの内、石橋部分を提示している。 
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県境の境川にかかる酒井橋。明治 16年架橋。草や樹に覆われ石積み、石橋の堅牢さがわからないのが

残念である。より管理保存及び文化財としての活用が望まれる。 

百間排水口の樋門が取れた状態。４連アーチが石積みでの石橋を連想させる、 

丸島排水口のアーチ形状とその上の橋の腰壁は石積みと思われる。 
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資料 熊本国分高校の水俣市の石橋関連資料  

 熊本国府高校は以前から熊本県の石橋文化の研究を進めており、下記のような水俣市の残る石橋のリスト化を

進めている。 

熊本国府高校の水俣の石橋遺産のリスト 

http://www.kumamotokokufu-h.ed.jp/kumamoto/isibasi/isib_mina.html 
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補足  「水俣市水俣病関連遺跡の資料作成」に関して残された課題 

 下記の資料の入手と調査が今後必要である。 

① 百間樋門・排水口、百間港の過去の様子のわかる写真、地図、文献等の収集。市民の生活排水も流されていた

ことから、管理責任は当初から行政にもあることになる。市民の生活排水処理を一企業のチッソに頼っていたというこ

とになるが、管理の経緯が明確になる資料の入手が必要である。この点は、百間水路～丸島水路においても同様で

あり、現在江添川、田在川の河川の管理と不可分である。 

② 百間港における百間樋門とのその他の排水口の歴史的変化と改築時の資料が必要である。 

③ 江戸期における塩づくりの形式の解明と合わせて、百間塘、大廻り塘、潮廻りの機能と構造を明確にする調

査が必要である。一部発掘も含めて埋蔵文化財として調査研究が必要である。 

④ 丸島樋門の歴史、樋門の大規模な改修の資料。大廻りの塘とその横の遊水地の利用と管理の歴史の資料。 

⑤ チッソの排水処理に関するチッソの保存している工場排水計画に関連する資料が必要である。 

⑥ 八幡プール（2 か所、水俣川河口の手前と 1970 年代の埋め立て）の歴史と整備状況の資料 

⑦ チッソのカーバイト関連の廃棄物の埋め立て地の箇所と歴史、現在の汚染度合調査結果資料 

⑧ 明治から昭和に至る、耕地整理と農業用排水路、堰に関する資料 

⑨ この水俣市水俣病関連遺跡群第一集の資料には、現在のリストから漏れているものも多々あるので、今後の

補充を行う予定であり、かつ、地域計画においても補充していくことが求められる。 
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